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概念検討中

⑪本ミッションの狙い ⑫実現のキーとなる要素技術

スマホのような携帯機器と衛星群が

直接ブロードバンド通信すると言う

①超々小型衛星のフォーメーション

フライト制御技術

②超々小型衛星をアンテナエレメン

トとして使ったフェーズドアレイア

ンテナ技術

⑩概要（200字程度）

数センチ程度の超々小型衛星を多数フォーメーションフライトし、全体

で巨大なフェーズドアンテナを構成することで、スマホのような携帯機

器と衛星群が直接ブロードバンド通信すると言う構想

⑬衛星のスペック ⑭開発状況・計画

超々小型衛星1つあたりの質量が100グラム～500グラム程度

最初の軌道上実証の場合、超々小型衛星が少なくとも4機～10機程度必要

なので、1U～６U程度になる予定

通信事業を行う場合には、一つのフォーメーションフライト群に1000機

以上必要で、それが、コンフィグレーションとして、数千～数万の群が

必要となる

現在は、フォーメーションフライト技術とフェーズドアレイアンテナの

地上での実証実験用のBBMのフェーズ

2~3年後に少数の超々小型衛星を用いてフォーメーションフライト技術と

フェーズドアレイアンテナの軌道上実証を行う予定
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③セッション名

超小型衛星利用に関連する新しい構想

④発表タイトル

超々小型衛星フォーメーションフライトによる通信ビジネス
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⑮衛星のイメージ図 ⑯ミッションのイメージ図（※あれば）
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⑰ミッションや技術詳細

数センチ程度の超々小型衛星を多数フォーメーションフライトし、全体で巨大なフェーズドアンテナを構成することで、スマホのような携帯機器と

衛星群が直接ブロードバンド通信すると言う構想

このようなコンフィグレーションが実現すると、衛星は小さければ小さいほど有利になり、ゲームチェンジが起きる
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